
●
不
法
投
棄
が
及
ぼ
す
影
響

○
美
観
の
低
下

○
河
川
や
海
の
汚
染

○
環
境
汚
染
に
よ
る
生
態
系
へ
の
悪

影
響

○
腐
敗
に
よ
る
悪
臭
、
蝿
・
蚊
な
ど

の
発
生

○
他
の
不
法
投
棄
の
誘
発

　

河
川
の
不
法
投
棄
は
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
「
浮
遊

ご
み
」
は
流
下
し
菊
池
市
民
ば
か
り

で
な
く
、
下
流
域
の
市
町
村
に
も
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

菊
池
市
に
は
多
く
の
河
川
や
水
路

が
市
内
を
流
れ
て
お
り
、
ま
た
、
菊

池
川
の
最
上
流
域
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
上
流
域
に
住
む

者
の
務
め
と
し
て
、
不
法
投
棄
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
政
策
係

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
で
、
ご
み
の
不
法
投
棄
が
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
と
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
以
外
に
廃
棄
物
を
捨
て
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

七
城
町
を
流
れ
る
鴨
川
で
は
、
２

月
に
入
り
外
来
植
物
の
ブ
ラ
ジ
ル

チ
ド
メ
グ
サ
の
除
去
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
除
去
作
業
を
始
め
る
と
、
ブ

ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
に
引
っ
か
か
っ

た
多
量
の
ご
み
が
下
流
へ
流
れ
出
し

ま
す
。
こ
の
ご
み
は
、
チ
ド
メ
グ
サ

の
除
去
と
同
時
に
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

下
流
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
身
近
に
川
と
触

れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
鴨
川
河
畔
公

園
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
割
れ
た
ガ

ラ
ス
ビ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
非
常
に
危

険
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

河
川
に
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る

と
、
川
や
海
の
自
然
環
境
が
汚
染
さ

れ
、
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律

（
投
棄
禁
止
）

第
16
条　

何
人
も
、
み
だ
り
に

廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

罰
則

○
行
為
者
に
対
し
て

　

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
又

は
こ
の
併
科

○
法
人
や
個
人
の
事
業
に
関
し

不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合

•
法
人
に
対
し
て
は

　

１
億
円
以
下
の
罰
金

•
個
人
に
対
し
て
は

　

１
千
万
円
以
下
の
罰
金

○
不
法
投
棄
を
行
お
う
と
着
手

し
た
時
点
で
も
、
不
法
行
為

を
行
っ
た
と
き
と
同
じ
罰
則

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

川
が
泣
い
て
い
ま
す
！

鴨川河畔公園 七城町を流れる鴨川

　地方分権や少子・高齢化などによる社会構造の変化
に対応すべく、三位一体の改革が進められています。
そのような背景の中、「お客様のサービスの向上と経
営の健全化・効率化」を目指し、菊池市水道事業の一
部について、民間委託による運営に取り組むことにな
り、4月 1日からスタートします。
　なお、水道施設の維持管理や水質の管理、工事関係
業務は引き続き水道局で運営していきます。市民の皆
さんのご理解とご協力をお願いします。

お客様のサービス向上面では
①平日の窓口時間の延長
　午前 8時 30分から午後 7時まで営業します。
※月～金曜日で、水道局のみ。
②土曜日の窓口開設
　•午前 8時 30分から正午まで営業します。
※水道局のみ。
　•祝日の場合も営業します。
※ 12月 29日から 1月 3日までを除く。
③水道の使用開始などの電話受付
④身体の不自由な人や高齢者への集金業務
※詳細はご相談ください。

委託業務の範囲は
　委託業務の範囲は、上水道（簡易水道含む）事業
と下水道等料金に係る徴収業務の一部で、主な業務
は次のとおりです。
①窓口業務　料金の収納や水道の使用開始・休止な
どの受付業務
②検針業務　水道メーターの毎月検針業務
③水道メーターの開・閉栓業務
④滞納整理業務　給水の執行停止や戸別訪問による
滞納整理業務
⑤上記に係る電算処理・帳票作成業務など

受託業者　株式会社ジェネッツ
　　　　　（本社・東京都）
領収書の「領収印」　「受託者による受領印」
となります（水道局・現地収納分）
●水道局からのお願い
　○水道名義人が死亡などにより変更になっ
た場合は、「変更届」が必要です。

　○安心・便利な「口座振替」を利用されま
せんか。

問い合わせ先　菊池市水道局

水 道 局 の
窓 口 時 間 を
延 長 し ま す
～民間委託がスタート～

　
寺
子
屋
は
、
江
戸
時
代
の
初
等
教

育
機
関
で
、
一
般
に
「
読
み・書
き・

そ
ろ
ば
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。「
旭
志
の
寺
子
屋
・
私
塾
」（
下

表
）
の
「
読
書
」「
習
字
」「
算
術
」

に
あ
た
り
ま
す
。姫
井
の
渡
辺
元
隣・

同
春
恒
（
寿
碩
か
）
は
、「
手
習
い

の
師
匠
と
し
て
教
導
よ
ろ
し
き
者
」

（『
町
在
』）
と
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
「
学

制
発
布
」
後
、
小
学
校
の
普
及
に
と

も
な
い
、
寺
子
屋
・
私
塾
は
閉
業
し

ま
す
が
、
旭
志
で
は
そ
の
後
も
続
い

て
い
ま
す
。

　
表
以
外
に
も
、
小
原
の
法
光
寺
住

職
柏
原
氏
は
、
智
順
（
彦
兵
衛
）・

恵
讃・至
誠・実
明
の
四
代
に
わ
た
っ

て
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年

頃
ま
で
、
農
家
の
子
弟
に
、
農
閑
期

に
は
昼
間
、通
常
は
夜
間
に
、習
字・

読
書
・
珠
算
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
就
学
者
を
大
切
に
し
た
教
育

で
し
た
。他
に
も
湯
舟
の
工
藤
雲
二
、

平
の
東
百
蔵
・
二
三
の
兄
弟
が
夜
学

場
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　
高
柳
の
荒
木
勝
次
は
、
貧
農
の
子

弟
の
た
め
に
私
立
「
尚
志
堂
」
を
開

設
、
高
永
の
漢
方
医
山
室
全
忠
は
、

明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）・
五
年

頃
ま
で
、
習
字
を
教
え
ま
し
た
。
妻

越
の
赤
峰
達
子
・
道
子
は
、
僻
遠

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉑

　

今
年
、
僕
た
ち
３
年
生
は
ハ
ン
セ

ン
病
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。
１
年
生

の
頃
に
も
一
度
勉
強
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
時
よ
り
も
深
く
勉
強
で
き
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
患
者
に
ひ
ど
く

被
害
を
与
え
た
。
あ
る
人
は
目
が
見

え
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た
、
あ
る
人

は
、
障
が
い
が
残
っ
た
り
と
、
ハ
ン

セ
ン
病
は
人
々
を
苦
し
ま
せ
た
。
し

か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
本
当
に

苦
し
ま
せ
た
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の

症
状
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。
患
者
を
一
番
苦
し
ま
せ

た
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
よ
く
知
ら

な
い
人
々
に
よ
る
差
別
だ
っ
た
の
だ
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
昔
、
多
く
の
人
々

に
よ
っ
て
治
ら
な
い
病
気
で
あ
る
と

か
、
感
染
力
の
強
い
病
気
で
あ
る
と

か
思
わ
れ
て
き
た
。
僕
た
ち
は
１
年

生
の
時
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
学
ん
だ
。
感
染
力
は
か

ぜ
よ
り
も
弱
い
。
治
療
薬
も
あ
る
。

し
か
し
、
間
違
っ
た
知
識
を
も
ち
差

別
し
て
き
た
人
々
に
、
患
者
は
苦
し

め
ら
れ
た
。

　

僕
た
ち
３
年
生
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
の
手
記
や
ビ
デ
オ
を
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
見
た
。
そ
の
中

で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
病

気
で
体
や
外
見
は
変
わ
っ
て
も
、
心

は
普
通
の
人
と
変
わ
り
な
い
」
と
い

う
言
葉
だ
。
ハ
ン
セ
ン
病
で
心
は
変

わ
ら
な
い
の
に
、
外
見
だ
け
で
差
別

す
る
の
は
本
当
に
お
か
し
い
。
ハ
ン

セ
ン
病
は
人
の
心
ま
で
変
え
て
し
ま

う
病
気
だ
と
思
わ
れ
、
人
々
に
嫌
わ

れ
自
殺
す
る
人
も
い
た
と
知
っ
た
。

病
気
で
亡
く
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

人
々
の
差
別
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た

人
は
、
そ
れ
以
上
に
と
て
も
つ
ら

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
国
の
制
定
し
た
「
ら
い
予

防
法
」
に
も
患
者
は
苦
し
め
ら
れ
た
。

「
ら
い
予
防
法
」
と
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
を
強
制
的
に
隔
離
し
た
り
す

る
な
ど
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
法
律

だ
。
厚
い
壁
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に

無
理
や
り
隔
離
さ
れ
、
家
族
や
親
戚

と
も
引
き
離
さ
れ
る
な
ど
、
今
で
は

想
像
で
き
な
い
。
ま
た
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
子
ど
も
に
移
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
た
め
、
子
ど
も
を
産
む
こ
と
を

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
子
ど
も
が
で
き

て
も
中
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ん
て
ど
ん
な
に
つ
ら
か
っ
た
ろ
う
と

思
う
。

　

今
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
中
に

は
、
社
会
復
帰
を
さ
れ
て
い
る
人
が

い
る
。
そ
れ
で
も
今
な
お
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
嫌
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
る
人
が
い
る
の
が
現
実
だ
。
数
年

前
に
お
き
た
黒
川
温
泉
で
の
差
別
事

件
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
人
た
ち
に
、
僕
た
ち
が
正
し
い
知

識
を
広
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

人
々
が
よ
り
社
会
に
出
や
す
く
な
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
だ
日
本
に
は
、
部
落
差
別
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
残
っ
て
い
る
。

僕
は
１
年
生
の
と
き
に
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
勉
強
し
た
の
に
、
３
年
生

に
な
っ
て
も
う
一
度
学
習
し
た
と
き
、

１
年
生
で
学
習
し
た
こ
と
を
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
に
対
し
て
あ
ま
り
関
心
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

色
々
な
差
別
が
い
つ
ま
で
も
な
く

な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
無
関
心

に
よ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。
た
く
さ

ん
の
人
が
そ
れ
に
関
心
を
も
ち
、
差

別
が
い
け
な
い
こ
と
だ
と
訴
え
続
け

て
い
け
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
社
会
全

体
が
よ
く
な
る
だ
ろ
う
。
差
別
や
偏

見
が
な
く
な
れ
ば
争
い
も
な
く
な
る

し
、
平
和
な
世
界
に
な
る
と
思
う
。

そ
ん
な
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
、
僕
た
ち
の
課
題
だ
と
思
う
。

旭
志
の
寺
子
屋・私
塾

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

　
　
　
　
　
　

学
習
し
て

七
城
中　

加
藤　
　

光

（
平
成
19
年
度
卒
） 35

所在地 身分 師匠 開業期間 寺子 学科

姫井 医者 渡辺元隣
同寿碩

文政6（1823）
年正月～明治6
（1873）年 4月

男 15
女 7

習字・
読書

伊萩 士族 高浜権兵衛
同敏徳

天保年間（1830
～ 1843）～明
治７年3月

男 20
女 5

習字・
読書

弁利 山口利英 嘉永3（1850）
年～明治6年

男 25
女 10

算術・
習字

伊萩 医者 渡辺省吾 安政元（1854）
年～明治6年

男 30
女 15

読書・
習字

の
農
村
子
女
の
た
め
に
、
裁
縫
・
国

語
・
算
数
を
昼
夜
交
代
で
教
え
る
な

ど
、
女
子
教
育
の
さ
き
が
け
と
い
え

ま
す
。
ま
た
旭
志
に
は
、
泗
水
村
吉

の
後
藤
官
平
の
「
直
整
黌
」
門
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（『
旭

志
村
史
』）

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤　
克
彦

寺子屋・私塾の手習本（松永栄一文書）
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